




戸田山和久   kazuhisa todayama

哲学者

アカデミック・トーク「編集者は語る」（2017）、
「啓蒙メディアとしての懐かしアニソン」（2020）
ブックドリンクス「「ホラー×哲学」で真夏の夜を
ひんやりと」（2018）など

1958年東京都出身。名古屋大学大学院情
報学研究科教授。東京大学文学部哲学科
卒業、同大学院人文科学研究科博士課程
満期退学。著書に『教養の書』（筑摩書房）、
『論文の教室』、『恐怖の哲学』、『思考の教
室』、（共にNHK出版）など。




